











































l期 I ， 対処方法は、問題解決的対処型、情動調整的対処型、両者併用型の 3つに分類し評価した
、の 図 3)。本明は「誰もがストレスフルな出来事に出会えば、この 2つの機能をうまく使い分け
るものである」と述べている。本研究の場合もこの 2つの機能を様々に用いていた。又、自尊
:う l 感情の高さは 4人が平均値であった為、評価できなかった。そこで、自尊感情がいちばん低く
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~íõi 高~ (!;;:-:V;T.J 
. -.，8歳¥】ノ 6歳
《プロフィール》
夫と子供Z人の4人事ら1.-0
専業主婦であり、家庭において家事
干育てという大きな社会的役割を持っ
ている，
ストレス医子
外来時 退院後の事
車庭の事
退院盈の事
入院1週間後
軍庭の事
退院後四事
手術前日
車産の事
(図 4) 
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